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■主な内容

学校と地域が連携して子どもたちを育む学校と地域が連携して子どもたちを育む
　学校が求める支援に地域が応える「湯沢南地区学校支援地　学校が求める支援に地域が応える「湯沢南地区学校支援地
域本部」。その活動が他の模範になるとして、文部科学大臣域本部」。その活動が他の模範になるとして、文部科学大臣
表彰を受けました。表彰を受けました。
　登下校で利用する玄関のデコレーションも活動の一つ。子　登下校で利用する玄関のデコレーションも活動の一つ。子
どもたちが元気に、楽しく学校に通ってほしいというサポーどもたちが元気に、楽しく学校に通ってほしいというサポー
ターの気持ちが込められていますターの気持ちが込められています

学校と地域が連携して子どもたちを育む
　学校が求める支援に地域が応える「湯沢南地区学校支援地
域本部」。その活動が他の模範になるとして、文部科学大臣
表彰を受けました。
　登下校で利用する玄関のデコレーションも活動の一つ。子
どもたちが元気に、楽しく学校に通ってほしいというサポー
ターの気持ちが込められています

Ｐ２　湯沢市消防出初式
Ｐ４　百歳の長寿を祝う
Ｐ５　全国に羽ばたく・放課後
　　　児童クラブ利用児童募集
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加
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続
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級
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が
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ら
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ま
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た
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進
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が
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る
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行
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績
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同
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可
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▲齊藤市長から感謝状を受け取る遠藤幸作さん
えんどうこうさく
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年
湯
沢
市
消
防
出
初
式

2014.02.01
2



全国大会に出場の
小・中学生の皆さんを紹介します。

2014.02.01
4

2014.02.01
5

　1月9日、100歳の誕生日を迎えた藤原さんが利用し
ているショートステイ花みずき（清水町）を市長が訪
問し、祝い状とお祝い金を手渡しました。藤原さんは
「長生きできたのは皆さんのおかげです。野菜と魚料
理を食べて、皆さんも長生きしてください」と話し、
入所している皆さんから祝福されていました。

ふ
じ
わ
ら　
　

は
ま　
こ

藤
原　

濱
子　
さ
ん
（
関
口
）

　12月24日、100歳の誕生日を迎えた沼倉さんが入所し
ているシニアコート菜康苑（横手市）を市長が訪問し、
祝い状とお祝い金を手渡しました。長寿の秘訣について
「ひ孫の世話と成長を見ることが楽しみで、それが長生
きにつながっている」と話していました。また、「長生き
できたのは皆さんのおかげです」と感謝していました。

ぬ
ま
く
ら

沼
倉　

キ
ヨ　
さ
ん
（
秋
ノ
宮
）

　1月14日、100歳の誕生日を迎えた西村さんが入所し
ているぬくもりの里たてやまを市長が訪問し、祝い状
とお祝い金を手渡しました。息子さんが「ありがとうご
ざいます。本人も喜んでいます。これからもますます元
気に過ごしていきます」と感謝の言葉を述べました。
また、施設から西村さんに花束が贈呈されていました。

に
し
む
ら　
　
　

か
つ
じ

西
村　

一
二　
さ
ん
（
ぬ
く
も
り
の
里

　
　

た
て
や
ま
）

　12月29日、100歳の誕生日を迎えた齊藤さんの自宅を
新山豊長寿福祉課長が訪問し、祝い状とお祝い金を手
渡しました。長寿の秘訣について「好きなことして、
自分のペースで生活してきたこと」と話していました。
また、手先が器用なので、普段は折り紙や塗り絵を楽
しんでいるとのことでした。

さ
い
と
う　
　

け
い
す
け

齊
藤　

敬
助　
さ
ん
（
内
町
）

　12月6日、100歳の誕生日を迎えた小山田さんの自宅
を新山豊長寿福祉課長が訪問し、祝い状とお祝い金を
手渡しました。長寿の秘訣について「好き嫌いなく、
何でも食べること」と話し、楽しみはひ孫に会うこと
と話してくれました。

　

お　
や
ま　
だ　
　
　

ぶ
ん
い
ち

小
山
田　

文
一　
さ
ん
（
横
堀
）

　

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

     
お
め
で
と
う

　
　
　

  
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
長
寿

百
歳
長
寿

百
歳
長
寿ひけつ

にいやまゆたか

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
家
庭
に
保
護

者
等
の
い
な
い
児
童
を
対
象
に
、
地

域
・
学
校
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
な
放
課
後
を
過
ご

す
た
め
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）」
の

利
用
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

〇
対　

象　

小
学
校
1
年
生
か
ら
お

　

お
む
ね
3
年
生
ま
で
の
う
ち
、
放

　

課
後
に
帰
宅
し
て
も
保
護
者
等
が

　

い
な
い
児
童

〇
実
施
日
時　

平
日
＝
放
課
後
〜
午

　

後
6
時
30
分
／
土
曜
日
・
学
校
の

　

長
期
休
業
日
＝
午
前
8
時
〜
午
後

　

6
時
30
分

※

土
曜
日
と
学
校
の
長
期
休
業
日
は

昼
食
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。

〇
申
し
込
み
方
法　

放
課
後
児
童
ク

　

ラ
ブ
、
福
祉
課
児
童
福
祉
班
、
総

　

合
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

　

記
入
の
上
、
保
護
者
の
就
労
証
明

　

書
を
添
え
て
、
学
区
内
の
放
課
後

　

児
童
ク
ラ
ブ
、
ま
た
は
福
祉
課
児

　

童
福
祉
班
、
各
総
合
支
所
に
提
出

〇
申
込
期
間　

2
月
7
日
㈮
〜
3
月

　

7
日
㈮

〇
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
児
童
福
祉

　

班（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
4・

　

5
1
5
）
ま
た
は
学
区
内
の
放
課

　

後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

放課後児童クラブ一覧

72－1811

080－1677－3651

73－3490

72－8456

73－6738

73－0110

72－2512

祝田放課後児童健全育成施設

倉内さくらっ子

岩崎児童クラブ

湯沢南児童館

若草幼稚園学童部

ふたば学童クラブ

深堀ぐんぐんキッズ山　田

湯沢東・西

湯沢西

湯沢東

名　称 電話番号学　区

080－1822－5732

090－7068－4845

090－5232－9001

52－2498

55－2862

52－2590

46－2446

稲庭・三梨

川連・駒形

　横　堀

　院　内

　秋ノ宮

　小　野

　皆　瀬

いなかわっこ宮田

いなかわっこ大舘

ワンパクハウス

院内児童館

秋ノ宮児童館

小野児童館

皆瀬児童クラブ

名　称 電話番号学　区

放課後児童クラブ放課後児童クラブ放課後児童クラブ

●

●

●

●

●

●
　

平
成
26
年
度

　

利
用
児
童
を
募
集
し
ま
す

湯沢東小学校男子ミニバスケットボールチーム湯沢北中学校女子ハンドボールチーム

　1月4日～6日、魁杯争奪第42回秋田県ミニバ
スケットボール交歓大会が秋田市立体育館で行わ
れ、見事、優勝に輝き、全国大会への出場権を獲
得しました。榊原啓斗主将は「県代表として、誇
りを持ってプレーしたい。2年前に先輩たちが果
たせなかった全国制覇をしたい」と全国大会への
意気込みを話していました。
○第45回全国ミニバスケットボール大会　　　　
　3月28日～30日（東京都渋谷区／国立代々木競
　技場第一、第二体育館）

　平成25年12月7日、秋田県中学校秋季大会が湯
沢北中学校体育館で行われ、見事、優勝に輝き、
全国大会への出場権を獲得しました。柴田茉実主
将は「試合では、自信を持ち、余裕を持って、プ
レーすることで、練習の成果を発揮できるように
頑張りたい」と全国大会への意気込みを話してい
ました。
○第9回春の全国中学生ハンドボール選手権大会
　3月25日～29日（富山県氷見市／氷見市ふれあ 
　いスポーツセンターほか）

しばた　　まみ

さかきばら　けいと



　

国
土
交
通
省
で
は
、
東
北
中
央
道
・
秋

田
山
形
県
境
区
間
の
道
路
整
備
の
計
画
検

討
を
す
る
に
当
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

ご
意
見
を
聴
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
票
は
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、

主
に
車
を
運
転
す
る
人
に
記
載
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。
運
転
す
る
人
が
複
数
い

る
場
合
は
、
左
記
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

1
月
23
日
㈭
〜
2
月
14
日
㈮

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
役
所
本
庁
舎
、
各
総

　

合
支
所
、
道
の
駅
お
が
ち

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト

に
参
加
で
き
ま
す
。「
東
北
中
央
道　

秋

田
山
形
県
境
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
河
川
国
道
事
務
所

　

調
査
第
二
課
（
☎
73
5
5
5
9
）
へ

　

税
務
署
で
の
申
告
相
談
は
二
月
十
日
㈪

か
ら
に
な
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
期
限
、
納
期
限

（
現
金
納
付
の
場
合
）】

・
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈

　

与
税　

3
月
17
日
㈪

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税　

3
月
31

　

日
㈪

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署
（
☎
73
5

 

1
0
0
）
へ

○
応
募
資
格　

秋
田
県
出
身
で
、
国
・
公

　

・
私
立
大
学
、
短
大
に
在
学
中
、
ま
た

　

は
今
春
に
入
学
予
定
の
人

○
募
集
人
員　

若
干
名
（
応
募
多
数
の
場

　

合
は
選
考
）

○
奨
学
金　

年
額
十
二
万
円
（
給
費
生
）

○
申
込
期
限　

3
月
31
日
㈪

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

京
野
育
英

　

団
担
当
竹
内
（
秋
田
銘
醸
株
式
会
社
内

　

☎
73
3
1
6
1
内
線
1
0
0
）
へ

○
と　

き　

2
月
7
日
㈮
午
後
1
時
〜
3

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

▼
講
話
＝
い
つ
ま
で
も
心
穏

　

や
か
に
▼
映
画
＝
折
り
梅

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
あ
か
ね
の
会
丹

　
（
☎
73
3
2
8
3
）
へ

○
と　

き　

2
月
15
日
㈯
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館
3
階
会
議
室

○
演　

題　

障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
と
、

　

共
に
歩
む
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
知
的
障

　

が
い
子
育
て
体
験
談
〜

○
講　

師　

田た

中な
か

秀ひ
で

文ふ
み
さ
ん（
公
益
財
団
法

　

人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育
講
師
）

○
入
場
料　

無
料

○
定　

員　

100
人

○
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
小
原
（
☎
52

　

3
5
9
6
）
へ

○
と　

き　

2
月
23
日
㈰
午
前
8
時
30
分

　

集
合
、
9
時
30
分
試
合
開
始

○
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

○
参
加
資
格　

高
校
生
以
上
で
、
市
内
在

　

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
で
組
織
し

　

て
い
る
チ
ー
ム

○
参
加
料　

1
チ
ー
ム
五
千
円

○
申
し
込
み　

2
月
14
日
㈮
ま
で
、
総
合

　

体
育
館
（
☎
72
6
5
0
0
）
へ

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　

ー
ル
協
会
事
務
局
丹
（
☎
0
9
0
―
2

 

6
0
5
―
2
8
8
6
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

2
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
1
時
／
午
後
0
時
30
分
受
付
終
了

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

　

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
申
し
込
み　

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

協
議
会
相
談
支
援
部
会
複
合
施
設
ぱ
あ

　

と
な
あ
（
☎
72
8
1
0
7
）
ま
た
は
市

　

福
祉
課
社
会
福
祉
班
（
☎
73
2
1
1
1 

 

内
線
5
1
6
･
5
1
7
）
へ

○
と　

き　

2
月
8
日
㈯
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

ま
ち
の
駅
（
大
町
二
丁
目
）

○
内　

容　

箏こ
と

・
三
弦
・
十
七
弦
・
尺
八

　

に
よ
る
邦
楽
演
奏
／〝
犬
っ
こ
ま
つ
り
〞

　
（
Ｃ
Ｄ
「
湯
沢
の
う
た
」
収
録
曲
）ほ
か

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

正
派
わ
か
ば
会
佐
藤

　
（
☎
72
2
2
3
3
）
へ

2014.02.01
7

平
成
26
年
度

㈶
京
野
育
英
団

大
学
奨
学
生
募
集

認
知
症
を
知
ろ
う

ビ
ー
イ
ン
グ
公
開
講
演
会

湯
沢
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

総
合
選
手
権
大
会

無
料
相
談
会

〜
障
が
い
や
病
気
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ
〜

犬
っ
こ
ま
つ
り
協
賛

「
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」

東
北
中
央
道
に
つ
い
て

ご
意
見
を
聴
か
せ
て

く
だ
さ
い

確
定
申
告
は
お
早
め
に

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

○
主
な
業
務　

湯
沢
市
男
女
共
同
参
画
セ 

　

ン
タ
ー「
は
あ
と
ぴ
あ
」の
来
館
者
お
よ

　

び
電
話
の
対
応
、館
内
の
清
掃
作
業
な
ど

○
募
集
人
数　

3
人

○
雇
用
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
平
成
27
年 

　

3
月
31
日
㈫

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
／
午
後
1
時
〜

　

9
時
、土
・
日
曜
日
／
午
後
1
時
〜
6
時

○
勤
務
体
制　

シ
フ
ト
勤
務
（
希
望
す
る

　

曜
日
お
よ
び
時
間
で
調
整
可
能
）

○
賃　

金　

午
後
1
時
〜
6
時
＝
時
給
七

　

百
円
、
午
後
6
時
〜
9
時
＝
時
給
八
百

　

五
十
円

○
応
募
資
格　

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

○
応
募
方
法　

企
画
課
に
備
え
付
け
の
申

　

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

○
応
募
期
間　

2
月
3
日
㈪
〜
14
日
㈮

○
選　

考　

書
類
選
考
の
上
、面
接
を
実
施

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
男
女

　

共
同
参
画
・
少
子
化
対
策
室
（
☎
73
2

 

1
1
1
内
線
4
3
8
）
へ

　

湯
沢
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

○
縦
覧
す
る
プ
ラ
ン（
地
区
）　

湯
沢
、
山

　

田
、
三
関
、
岩
崎
・
弁
天
・
幡
野
、
須
川

　

・
高
松
、
稲
庭
、
三
梨
、
川
連
、
駒
形
、

　

小
野
、
横
堀
、
秋
ノ
宮
、
院
内
、
皆
瀬

○
縦
覧
期
間　

2
月
3
日
㈪
〜
7
日
㈮
／

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

○
縦
覧
場
所　

農
林
課

○
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
農
業
振
興
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
6
0
2
）
へ

【
国
見
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
元
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
四
千
五
百
円
〜
二
万
一

　

千
六
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

○
募
集
期
間　

2
月
3
日
㈪
〜
13
日
㈭

　
（
受
け
付
け
は
、午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

　

課
建
築
住
宅
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線

 

5
4
1
･
5
4
2
）
へ

　

湯
沢
地
域
に
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た

戦
後
の
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
・
白
井

晟
一
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
作
品
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

2
月
11
日
㈫
〜
13
日
㈭
／
午

　

前
8
時
30
分
〜
午
後
10
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
政
策
推
進
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
4
3
6
）
へ

○
と　

き　

2
月
17
日
㈪
午
後
1
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
内　

容　

▼
講
演
＝
認
知
症
の
人
が
地

　

域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
／
講
師
＝

　

柴し
ば

田た

範の
り

子こ

さ
ん
（
特
定
非
営
利
法
人

　
「
楽
」
理
事
長
）
▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝

　

地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支

　

え
る
に
は

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー（
☎
73
2
1
1
1
内
線
2
6
3
）へ

○
募
集
戸
数　

1
戸

○
完
成
年　

平
成
7
年

○
構　

造　

木
造
二
階
建

○
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

○
家　

賃　

二
万
三
千
二
百
円
〜

○
募
集
期
間　

2
月
3
日
㈪
〜
14
日
㈮

○
問
い
合
わ
せ　

平
鹿
地
域
振
興
局
建
築

　

課
（
☎
0
1
8
2
32
6
2
0
6
）
へ

【
遺
言
に
つ
い
て
】

・
と　

き　

2
月
12
日
㈬

【
登
記（
土
地
・
建
物
）に
つ
い
て
】

・
と　

き　

2
月
19
日
㈬

【
暮
ら
し
を
守
る
法
務
局
】

・
と　

き　

2
月
26
日
㈬

○
時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

○
定　

員　

各
20
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開
催
日
の

　

前
日
ま
で
、
秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支

　

局
（
☎
73
2
4
5
0
）
へ　

施
設
管
理
員
の
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

白し
ら

井い

晟せ
い

一い
ち

パ
ネ
ル
展

平
成
25
年
度

　

認
知
症
の
理
解
と

支
援
の
た
め
の
研
修
会

2014.02.01
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県
営
倉
内
住
宅

　
　
　
　

入
居
者
募
集

法
務
局
無
料
市
民
講
座

湯
沢
市
人
・
農
地
プ
ラ
ン

（
案
）の
縦
覧

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

水族館のひみつ　おどろきのしくみから飼育係の仕事まで
ネコがすきな船長のおはなし
鬼まつりの夜
どこどこハート

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

新野　　大
インガ・ムーア
富安　陽子
tupera tupera

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

ぐりとぐら　てんじつきさわるえほん ｍｅ　＆　ｓｈｅ

　皆さんおなじみの絵本が点字付
き触る絵本として出版されました。
見て楽しめる絵と文字の上に、触
って楽しめる絵（触図）と文字（点
字）を透明な樹脂インクで盛り上
げて印刷しています。触図が実際
の絵とかなり違っていて、とても
新鮮な作品です。

　まじめで保守的な妹の琴子と枠
にとらわれず自由奔放な姉・真実
子。ある日、妹が一人暮らしをし
ている家に姉が引っ越してきて、
10年ぶりの思いもよらない共同生
活が始まった。恋愛・結婚・仕事
…。価値観が正反対の姉妹の葛藤
と絆を描く物語。

中川　李枝子／作
大村　百合子／絵

ＬｉＬｙ／著

嫁入り道具の花ふきん　秋田に伝わる祝いの針仕事

女子刑務所　知られざる世界

日本政治のウラのウラ

ウルフ・ホール　上･下

近藤陽絽子

外山ひとみ

森　　喜朗

ヒラリー・マンテル

湯

湯

雄
稲

稲

皆

新着図書案内

雄

一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

　雄勝図書館は、市役所雄勝庁舎前にある雄勝文化会館（オービオン）の4階
にあります。館内の大きな窓からは周辺の山々に映る四季が眺められ、ゆっ
たりとした気分で読書や学習をすることができます。
　また、児童コーナーはじゅうたん敷きで段差がなく、一般閲覧室から離れ
た場所にあるので、小さなお子さん連れでも安心です。絵本がたくさんある
のも大きな特徴です。
　毎月第1土曜日午前10時から「おはなしはあと」による『おはなし会』を
開催しています。ぜひ友達や家族と遊びに来てください。

知ってる！? 図書館情報

22月の特集・イベント月の特集・イベント22月の特集・イベント月の特集・イベント2月の特集・イベント

月2

「犬っこまつり」など小正月の行事などの特集です。   

寒い冬を忘れられる、ほっこり温かい気持ちになる
絵本の特集です。

と　き：2月22日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室   と　き：2月15日㈯　午前10時

ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会みんなの森おはなし会

と　き：2月1日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー   

おはなし会おはなし会おはなし会

開館時間が『午前9時から午後5時まで』に変更
になっています。ご理解とご協力をお願いします。   
   
   

児　童児　童「愛を感じるあったか絵本愛を感じるあったか絵本」

おはなしの会おはなしの会「ひまわりひまわり」によるおはなし会によるおはなし会

児　童「愛を感じるあったか絵本」

おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会

開館時間変更のお知らせ開館時間変更のお知らせ開館時間変更のお知らせ

と　き：2月3日㈪～5日㈬
内　容：蔵書点検作業

休館のお知らせ休館のお知らせ休館のお知らせ

9
2014.02.01

一　般一　般「春を迎える行事特集春を迎える行事特集」一　般「春を迎える行事特集」
児　童児　童「なぜなぜ？どうしてどうして？へぇへぇ!がわかる本がわかる本」
一　般一　般「お菓子に関する本お菓子に関する本」
児　童「なぜ？どうして？へぇ!がわかる本」
一　般「お菓子に関する本」

湯沢のスポーツ情報
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ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎４２－５８１１　FAX４２－2670

　市内スキー場の各種イベント
についてお知らせします。
　なお、バッジテストについて
は、県外などでスキー場が遠い
所に就職・進学してから受験す
る場合、交通費・宿泊費などが
発生しますので、その前に市内
スキー場で取得することをお勧
めします。

INFORMATION

市内スキー場
イベント情報

湯沢・稲川・小安温泉スキー場共通シーズン券好評販売中！
　市内スキー場において利用可能なシーズン券を
販売しています。なお、稲川スキー場については、
ナイター営業も含みます。

■料　金　一般 20,000円　小・中学生 10,000円
■販売場所　市内各スキー場

■購入に必要なもの　顔写真2枚（縦4.5㎝×横3.5㎝〈パス
　ポートサイズ〉）、左記の料金、申請書（各スキー場に備
　えています）
※湯沢市共通シーズン券を秋田・岩手両県内の連携スキー場で提
示すると、１日券が割り引きになります。なお、一部のスキー場
では、この相互割引制度に加入していないところもあります。

湯沢 スキー場

稲川 スキー場

小安小安 温泉スキー場

バッジテスト

バッジテスト

バッジテスト

一般講習会

湯沢雄勝小学生
スキー交流会
アルペン競技会

第31回稲川
スキー大会

○と　き　2月2日㈰、9日㈰、16日㈰、23日㈰
○参加料　受験する級別で料金が異なります
○申し込み　当日10時までスキークラブヒュッテで受け付け
○問い合わせ　湯沢スキースクール谷藤（☎090‒8780-8832）へ

○と　き　2月11日㈫
○対　象　小学3・4・5・6年生
○問い合わせ　湯沢雄勝スキー連絡協議会阿部（駒形小学校内☎42‒2502）
　へ

○と　き　3月2日㈰
○対　象　小学１年生～一般
○参加料　高校生以下＝1,000円、一般＝2,000円
○問い合わせ　チャレンジスポーツクラブいなかわ村上（稲川生涯学習
　センター内☎42‒5816）へ

○と　き　2月2日㈰、23日㈰／午前10時～午後3時
○参加料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　稲川スキークラブ加藤（☎42‒3311）へ

○と　き　日曜日、祝日／午前10時～正午、午後１時～3時
○受講料　1,500円（１レッスン2時間）
○申し込み・問い合わせ　皆瀬スキースクール阿部（☎090‒4637‒6348）へ

○と　き　2月9日㈰、16日㈰、23日㈰／午前10時～午後3時
○参加料　受験する級別で料金が異なります
○問い合わせ　皆瀬スキースクール阿部（☎090‒4637‒6348）へ



1月15日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

12.24
12.26
12.26
12.26
12.26
12.28
12.29
12.30
 1. 2
 1. 3
 1. 5
 1. 7
 1. 7
 1. 7
 1. 9
 1. 9
 1.10
 1.10
 1.11
 1.11
 1.11
 1.12
 1.12
 1.12
 1.13
 1.13
 1.14
 1.15
 1.15

90
83
46
60
76
110
89
52
87
71
93
82
48
94
97
76
89
88
73
80
82
88
71
75
84
74
87
97
43

内前森第２
間　木　沢
桜　通　り
上　　　関
中 川 原 １
御嶽町第１
須　　　川
上　　　町
西新町第２
清水町第７
松並表通り
大工町第２
清水町第４の２
関　口　上
さつき町第２
いさみが岡
杉沢新所上
酒　　　蒔
中 川 原 ２
さつき町第１
さつき町第１
上　倉　内
平清水第４
西新町第１の２
下　八　幡
愛　宕　荘
川　　　口
いさみが岡
千石町第１

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

下　　　宿
下　　　宿
田　　　賀
下　　　宿
早　　　坂
鍛治屋布２
八　面　東
鍛治屋布１
山 王 新 町
新　　　城
本　町　１
八　面　東
松　橋　１
鍛治屋布２

52
86
86
86
67
92
84
93
72
91
92
92
86
74

12.25
12.26
12.27
 1. 2
 1. 2
 1. 3
 1. 3
 1. 5
 1. 5
 1. 6
 1. 7
 1.13
 1.14
 1.14

悦　子
周　治
剛　志
廣　義
幸　一
一　馬
邦　典
敬　一
歌代子
正　良
一　美
日出美
金　哉
浩

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

田　用　橋
下　旭　町
田　用　橋
寺　　　町
常　盤　町
下　馬　場
薄　久　内
漆　　　沢
中　　　島
磯

下　　　幅
川　　　連

85
92
94
66
79
91
85
82
93
75
92
97

12.26
12.26
12.27
12.30
 1. 1
 1. 1
 1. 3
 1. 3
 1. 4
 1. 5
 1. 7
 1.12

善　吉
英　俊
仁

德　博
武　夫
秀　子
正　子
本　人
朝　道
克　也
孝

本　人

柴 田　ミ ヱさん
髙 橋 ウメヨさん
佐々木運太郎さん
今 野　幹 子さん
奥 山 富喜子さん
藤 田　チ ヨさん
髙 橋 茂太郎さん
菅　　ヱイ子さん
本 間　　 操さん
髙 橋　睦 男さん
佐 藤 キミヨさん
由 利　貞 一さん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　　　安
貝　　　沼
湯　　　元

94
89
53

12.25
12.25
 1.10

長　一
俊　男
章

阿 部　イ ツさん
佐 藤　三 郎さん
佐 藤　幸 子さん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

はるき

らいと

けんたろう　

ゆきの

ゆきと　

室 井　悠 生くん
髙 𣘺　來 永くん
大 山 健太郎くん
伊 藤　雪 乃ちゃん
藤 谷 結希翔くん

12.24
12.28
12.28
 1. 2
 1. 3

須　　　川

西新町第１の２

松並寺通り

下　角　間

掵　　　上

克典さん・真美さん
準さん・有紀さん
道郎さん・梓さん
健康さん・理絵さん
裕さん・優美さん
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本　人
透
スヅ子
本　人
カツ子
村山一郎
良　治
茂　樹
徳　志
政　見
本　人
加珠子
本　人
小林長四郎
田尻圀介
本　人
本　人
本　人
文　三
勝
和　義
孝　司
テイ子
王　金
雅　嗣
本　人
本　人
本　人
兵　吉

1月15日届け出分まで

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ゆいな

あいこ
瀬 川　結 菜ちゃん
後 藤　愛 子ちゃん

12.22
 1. 4

羽　　　竜

両　　　替

雅史さん・理香さん
章さん・舞子さん

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

はると

高 橋　優 音くん 12.27 御　返　事佳彦さん・めぐみさん

　 田　キ ヌさん
齋 藤　榮 子さん
千 田　一 美さん
髙 𣘺 眞知子さん
小 川　堅 治さん
平 野　ト ミさん
渡 部　榮 子さん
髙 𣘺　良 子さん
藤 王　烈 子さん
今 野　孝 子さん
菊 地　信 孝さん
三 浦　洋 一さん
佐 藤　善 明さん
釜 谷　吉 三さん
小 川　ツ タさん
藤 原　ヨ 子さん
榊 原　テ イさん
赤 平　一 梅さん
丹 　　光 子さん
伊 藤 登美雄さん
伊 藤　吉 二さん
髙 久 孝太郎さん
福 土　紀 義さん
森 川　泰 助さん
吉 村　孝 一さん
舛 谷　　 充さん
赤 平　キ ヨさん
佐 藤　ミ ヨさん
伊 藤　　 尚さん

藤 原　一 好さん
井 上　ミ ヨさん
佐 藤 健之助さん
三 春　照 子さん
佐 藤　　 久さん
山 中 千之助さん
柴 田 五兵衛さん
斉 藤 シゲヨさん
岩 井　勇 治さん
佐 藤　マ ツさん
佐 藤　フ ミさん
近 野　友 吉さん
沓 澤 金次郎さん
髙 橋　コ マさん

月月2 ●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎425811）へ
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土

日

月

火

水

木
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火
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○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日

●湯沢市フットサル選手権〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　姉崎歯科医院（雄勝／☎522330／
　午前９時～正午）

○ほっと館休館日
○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日

お問い合わせは
税務課納税班

納税は簡単で便利な口座振替をご利用ください
（☎73-2111　内線241・242）へ

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●湯沢市バスケットボール総合選手権〔総合体育館〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール閉校式〔広域交流センター〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●湯沢市フットサル選手権〔総合体育館〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔広域交流センター〕

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／楽しいお話

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○なかよし広場〔湯沢保育所〕午前１０時～１１時３０分／保育所開放

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・豆まき

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・豆まき

●フットサル湯沢カップＵ－１２

●サッカーレベルアップセミナー〔総合体育館〕 

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2111内線131~133）へ

２月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実施場所日にち

全血25日
㈫ １４：５０～

　１６：００

１３：３０～
　１４：１０翠 翔 殿

秋 田 銘 醸 ㈱

種類実施時間実施場所日にち

全血24日
㈪ １５：２０～

　１６：３０

１４：００～
　１４：４０㈱寛文五年堂

㈲佐藤養助商店
（本社工場）

種類実施時間実施場所日にち

全血14日
㈮ １３：１０～

　１５：４０

１０：００～
　１１：４０

湯 沢 市 役 所

国土交通省湯沢
河川国道事務所

2月7日は「北方領土の日」です



　

地
域
ぐ
る
み
で
学
校
や
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
平
成
二
十
年
か
ら
文
部
科
学
省
が

推
進
し
て
い
る
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」。
湯

沢
市
で
は
、
二
十
一
年
か
ら
湯
沢
西
小
学
校
を
モ
デ

ル
校
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
現
在
で
は
在
校
生
や

卒
業
生
の
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど
約
百
人
の
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
学
校

と
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
花
壇
の
花
植
え
や
学
校
行
事
の
際

の
駐
車
場
整
理
か
ら
新
入
生
の
下
校
サ
ポ
ー
ト
や
給

食
補
助
、
図
書
整
理
、
教
材
作
り
や
授
業
補
助
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
学
校
の
希
望
と
対

応
で
き
る
地
域
の
人
材
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
半
田
祐
子
さ
ん
は
「
地
域
に

は
有
望
で
有
能
な
人
材
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
今
ま

で
も
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
活
動
は
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
地
域
の
力
と
学
校
が
求
め
る
支
援
と
が

う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
が
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

活
動
は
あ
く
ま
で
も
学
校
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て
ス

タ
ー
ト
す
る
も
の
。
初
め
は
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で

い
い
の
か
悩
ん
だ
と
い
い
ま
す
が
、
当
時
の
教
頭
先

生
の
積
極
的
な
協
力
で
、
徐
々
に
ス
ム
ー
ズ
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
活
動
は
環
境
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
。

四
季
に
あ
わ
せ
た
玄
関
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
学
校

図
書
の
破
損
修
理
と
整
理
、
授
業
で
使
う
教
材
の
作

成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
玄
関
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
有
澤
ひ
ろ
み
さ
ん
は
「
飾
り
付
け

を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
『
今
度
は
ど
ん

な
飾
り
？
』『
か
わ
い
い
』
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
え
る
。

本
当
に
う
れ
し
く
、
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
」、

図
書
整
理
を
行
っ
て
い
る
川
口
養
子
さ
ん
は
「
初
め

は
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
が
、
講
習
を
受
け
る
な
ど
し

て
、
き
れ
い
に
修
復
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

修
復
し
た
本
を
う
れ
し
そ
う
に
読
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
、
休
み
時
間
に
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が

本
当
に
楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
半
田
さ
ん
は
「
学
校
が
元
気
だ
と

地
域
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
も
っ
と
活
動
を
地
域
に

広
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
活
動
す
る
体
制

を
整
え
て
、
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

継
続
し
た
活
動
と
住
民
の
特
技
を
生
か
し
た
学
習

支
援
が
認
め
ら
れ
、
二
十
五
年
度
優
れ
た
「
地
域
に

よ
る
学
校
支
援
活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
け
た
湯
沢
南
地
区
学
校
支
援
地
域
本
部
。

今
年
度
か
ら
は
湯
沢
南
中
学
校
に
も
活
動
を
広
げ
、

子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
学
習
環
境
を
整
え
る
た
め

に
、
地
域
の
力
を
結
集
し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ひ　　と

第　

　　

回

人

地
域
の
力
で
学
校
を
支
え
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
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　図書整理ボランティアの活動の様子。毎週
火曜日に集まり、切れたりはがれたりした本
の修復や整理を行います。
　小野寺重孝校長は「子どもたちが実際の活
動を見ることができ、地域の人と触れ合うこ
とができる。地域に開かれた学校を進めてい
る私たちにとって、本当にありがたい、すば
らしい活動です」と話します。

百
四
百
四

は
ん
だ

ゆ
う
こ

あ
り
さ
わ

か
わ
ぐ
ち

よ
う
こ

湯
沢
南
地
区
学
校
支
援
地
域
本
部

おのでら しげたか
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